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Ⅰ 基本方針 
  少子・高齢化の進行に加え、経済情勢や雇用環境の厳しさなども相まって、孤独死や

自殺、ひきこもりなどの社会的孤立の問題、低所得など経済的困窮の問題、児童や障害

者等への虐待などの課題が深刻化し、的確かつ迅速な対応が求められています。 

 これらのことから、本会では、平成２５年度に策定した第４次地域福祉活動推進プラ

ンに基づき、人と人との「絆」の構築のため、住民の支え合い活動であるサロン活動等

を推進するはんどちゃんネットワーク運動やボランティア・市民活動への助成等による

支援などに取り組んでおります。 

また、福祉・介護・保育分野の人材確保と育成を図る福祉人材センターや子育て人材

支援センターの運営、生活困窮からの自立支援等を図るための資金貸付や福祉サービス

の利用援助等を行うとともに、地域包括ケアシステムを円滑に構築するための人材の養

成、施設利用者等からの苦情解決相談やサービス評価による福祉サービスの向上、ねん

りんスポーツ大会開催等による高齢者の健康・生きがいづくりなどに取り組んでいます。 

  この他、東日本大震災や原発事故の影響により福島県から本県に避難されている方々

への相談支援等も行っています。 

さらに、本年度は、保育士の修学資金貸付等の保育士確保のための事業、児童養護施

設退所者自立支援事業、介護福祉士再就職支援事業を県から受託し、既存の事業と併せ

て展開し、社会的要請に応えさらなる地域福祉の推進を図ります。 

なお、昨年９月に発生した関東東北豪雨災害でのボランティアセンターの運営等貴重

な経験を活かした今後の適切な災害対応の検討等に努めます。 

 

Ⅱ 重点目標 

１ 支え合う福祉（住民参加と福祉コミュニティづくりの推進） 

（１）福祉の大切さを伝える 

   東日本大震災を契機に、住民同士のつながりや支え合いの大切さが再認識され、

人々の連携による福祉の推進が重要視されています。本会では、人と人とが支え

合う大切さを「はんどちゃんネットワーク運動」、「福祉教育の推進」等を通じて

伝えて行きます。また、福祉に関する情報を収集するとともに、ホームページや

広報誌を通じて、適切にわかりやすく県民に伝えます。 

（２）福祉の大切さに気づいた人を支える・つなげる 

      福祉の大切さに気づいた人たちは、その思いをボランティアや市民活動という

形に変えて地域に貢献しています。本会では、人の思いの実現を後押しするとと

もに、ボランティア活動や市民活動に取り組む方の支援や関係機関・団体との連

携を図るため、ネットワークの構築を図ります。 

また、高齢者がいつまでも生きがいを持ち、健康に暮らし続けられるよう、「い

ばらきねんりんスポーツ大会・交流大会の開催」、「ニュースポーツの普及推進」、

「元気シニア地域貢献事業の実施」、「わくわく元気アップ講座の開催」により、

健康と生きがいづくりを支援し、社会参加活動の促進に努めます。 



 ２ 安心して利用できる福祉（福祉サービス利用者への支援） 

  （１）その人らしさを引き出し・守る 

 県民一人ひとりが安心して豊かに暮らすためには、個人の尊厳や権利が守られ 

ることが必要です。本会では、暮らしの中で課題や不安を抱える人たちに対して、 

「日常生活自立支援事業」や「運営適正化委員会事業」に取り組むことにより、 

耳を傾け、時には寄り添い、手を差し伸べることにより、自立を支援します。 

 また、新たに児童養護施設退所者等が就職や大学等へ進学する場合で、保護者 

の不在又は保護者からの養育拒否等により、住居や生活費等など安定した生活基 

盤の確保が困難な場合に、「児童養護施設退所者等に対する自立支援資金貸付事業」 

を行うことにより、生活や就業に関する円滑な自立を支援します。 

さらに、「福祉サービス第三者評価事業」及び「認知症高齢者グループホーム等

の外部評価事業」を行い、評価結果を公表することにより、福祉サービスを利用

する人たちが福祉サービスを適切に利用できるよう援助します。 

 

（２）生活困窮者への自立支援 

     県民が安心して社会生活を送るためには、心身の健康はもちろんのこと、経済

的に安定していることが大切です。本会では、経済的理由により暮らしに不安や

困難を抱えている方に対して、必要に応じて生活福祉資金の貸付制度の利用を促

すなどし、自立を支援します。 

また、生活困窮者が抱える経済的な不安を軽減し、負の連鎖を断ち切り、自立

を支援するため、生活困窮者自立支援のためのコーディネートや関係機関とのネ

ットワークづくりに取り組みます。 

  

３ 質の高い福祉と協働する福祉（社会福祉事業の充実・活性化への支援） 

（１）福祉を支える人を増やし・資質を高める 

   少子高齢化が進む中、福祉サービスの利用に対する需要が高まっている一方、

慢性的な人材不足が深刻化しています。 

このため本会では、社会福祉施設や事業所のニーズに対応した介護士や保育士

等の福祉人材を確保するため、社会福祉事業に就職を希望する方への就業の相

談・支援、介護や保育資格取得希望者への修学資金の貸付、潜在的有資格者の就

業支援、介護支援専門員の養成・充実等を図ります。 

また、社会福祉事業従事者の専門職としての資質向上を一層進め、多様化する

ニーズに対応できるよう、各種従事者研修の実施等福祉人材の育成に取り組みま

す。 

さらに、福祉施設に従事する方々に対し、「民間社会福祉施設職員等退職手当支 

給事業」や「福利厚生センター事業」を実施し、福利厚生に関する支援を行いま 

す。 

  



（２）関係機関・団体等と支え合い共に歩む 

     市町村域を超えた広域で展開される事業については、様々な関係機関や団体な

どと連携し、協働することが求められています。そこで、国や県の動向を的確に

把握し、関係機関・団体などに情報提供するとともに、県、市町村社協、社会福

祉団体、社会福祉施設、事業所などと有機的に連携しながら県域における質の高

い福祉を目指します。 

     また、「生活支援コーディネーター養成研修」を実施し、介護保険制度の総合支

援事業の核となる人材育成を進めます。 

 

 ４ 切り拓く福祉 

  （１）ニーズに気づき・こたえる 

私たちの暮らしにおいては、常に新たな問題や課題が発生しています。そこで、

本会では、常に社会の変化を敏感に捉えるとともに、新たなニーズの把握に努め、

これらのニーズを踏まえ、課題解決に向けて取り組むとともに、関係団体への提

言等を行います。 

さらに、「福島県復興支援員」を配置し、東日本大震災や原発事故の影響で県内

に避難されている福島県からの避難者の支援を進めます。 

    

５ 前進する県社協（県社協の組織の充実） 

（１）歩み続ける県社協 

本会は、社会経済情勢の変化等により変遷する福祉ニーズなどに対応するため、

常に最適な組織体制を構築し、その組織を支える人員や財源の確保に努めます。 

また、社会福祉法人制度改革への対応を進め、法人の円滑な運営を図ります。 
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5
7
6
 

 
 

(
3
)
 
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
業
 

①
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

各
市
町
村
の
チ
ー
ム
を
一
堂
に
集
め
、
ね
ん
り
ん
 

ピ
ッ
ク
選
考
会
を
兼
ね
た
大
会
を
実
施
す
る
（
５
種
 

目
）
。
 

②
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
選
考
会
を
、
各
競
技
団
体
に
助
 

成
し

て
実
施

す
る

。（
1
4
団
体
）
 

 ス
ポ

ー
ツ
大

会
へ
の

参
加
に
よ

り
、
選

手
間

の
交
流

や
競
い

合
い

、
励

ま
し

合
い

の
な

か
で

健
康

づ
く

り
や

仲
間

づ
く

り
が
促
進
さ
れ
る
。
 

 

 ①
 開

催
日
 

1
0
月

1
1
日
 

開
催

場
所
 

笠
松

運
動
公
園
 

②
交
流
大
会
 

 
 
卓
球
、
テ
ニ
ス
他
 

2
,
4
4
4
 

 
 

(
4
)
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
文
化
祭
開
催
事
業
 

 
 
①
わ
く
わ
く
美
術
展
開
催
 

日
本
画
、
洋
画
、
工
芸
、
彫
刻
、
書
、
写
真
の
６
部
 

門
に
お
け
る
入
賞
・
入
選
作
品
を
表
彰
・
展
示
す
る
。
 

 
 
②
ぼ
く
☆
わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
☆
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
 

の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
 

 
 

児
童
の
描
い
た
お
年
寄
り
の
絵
を
募
集
し
、
入
賞
作

品
を
表
彰
・
展
示
す
る
。
 

 高
齢

者
自

身
の

作
品

や
高

齢
者

を
描

い
た

児
童
の

絵
画
を

募
集
・
展

示
す

る
こ

と
に

よ
り

、
高

齢
者
の

生
き
が

い
づ

く
り

が
促

進
さ

れ
る

と
と

も
に

世
代

間
の

交
流

が
図
ら
れ

る
。
 

 

 ・
開
催
期
間
 

Ｈ
2
9
年

1
月

2
8
日
 

～
2
月

3
日
ま
で
の
 

７
日

間
 

・
会

場
 

茨
城

県
立

県
民

文
化

セ
ン

タ
ー
 

6
,
9
5
4
 

 
 

 
(
5
)
 
高
齢
者
は
つ
ら
つ
百
人
委
員
会
活
動
事
業
 

 
 

 
県
内

5
地
域
に
組
織
さ
れ
る
「
百
人
委
員
会
」
の
地
 

域
活
動
を
支
援
す
る
。
 

 
 
 

 
 助

成
団
体
５
地
域
 

 百
人

委
員

会
活

動
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、
地
域

に
お
い

て
高
齢

者
の

生
き

が
い

や
健
康

づ
く
り

、
社

会
参

加
が

促
進

さ
れ

る
。
 

 
4
,
0
0
4
 

 
 



重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：
千

円
） 

 
 

(
6
)
わ
く
わ
く
元
気
ア
ッ
プ
講
座
開
催
事
業
 

 
 

 
地
域
の
中
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、
充
実
し
た
生
活
 

を
送

る
た

め
に

必
要

な
知

識
や

技
能

を
得

る
場

と
し

て
開
催
す
る
。
 

総
合
講
座
と
選
択
講
座
(
園
芸
・
絵

画
)に

よ
り
構
成
 

 
 

す
る
。
 

 講
座

の
開
催

に
よ
り

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
と

健
康

づ
く
り
・
仲

間
づ

く
り

が
推

進
さ

れ
る
と

と
も
に

、
高

齢
者

の
社

会
参

加
が
促
進
さ
れ
る
。
 

 ・
期

間
：
5
月

～
1
月
 

 
2
0
日

間
 

・
募
集
人
数
：

5
0
名
 

（
各
コ
ー
ス

2
5
名
）
 

2
,
1
0
0
 

 

 
(
7
)
元
気
シ
ニ
ア
地
域
貢
献
事
業
 

様
々
な
特
技
を
持
つ
茨
城
シ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
元

気
 

シ
ニ
ア
バ
ン
ク
に
登
録
し
地
域
で
の
活
用
を
図
る
。
 

 豊
富

な
経

験
を

持
つ

高
齢

者
の

知

識
・
技

術
が
地

域
社
会

に
還
元

さ
れ

る
と

と
も

に
、
高

齢
者

の
健
康
・
生

き
が

い
づ

く
り

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
な

ど
の

促

進
に
寄
与
す
る
。
 

 ・
登
録

及
び
紹

介
：
随
時
 

3
,
1
0
5
 

 

 
３

 
新
た
な
担
い
手
を
育
て
る
・
つ
な
げ
る
  

(
1
)
災
害
時
に
対
応
し
た
支
援
体
制
の
整
備
 

災
害
発
生
後
の
福
祉
救
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
 

迅
速
か
つ
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
平
常
時
か
ら
人
 

材
の
育
成
・
活
動
体
制
の
整
備
等
、
被
災
地
支
援
活
動
 

の
た
め
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る
。
 

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業
の
支
援
 

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
 

 
催
 

③
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
 

 
④
茨
城
県
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参
加
 

  人
材

の
育
成
・
活

動
体

制
の
整

備
等

を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
か
つ

効
果
的

な
被
災
地
支
援
体
制
の
確
保
に
資
す
る
。
 

       ②
年

1
回
 

 ③
年

２
回
（

市
町

村
社
協

と
共

催
）
 

④
年

1
回
 

 
1
,
9
8
3
 

 
 



  
 

重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：
千

円
） 

２ 安 心 し て 利 用 で き る 福 祉 

(
1
)
そ

の
人

ら
し

さ

を
引

き
出
し
・
守

る
 

１
 

自
立
へ
の
手
助
け
 

(
1
)
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
推
進
 

認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
な
ど
 

判
断

能
力

が
不

十
分

な
人

が
地

域
に

お
い

て
自

立
し

た
地
域
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。
 

①
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
実
施
 

  

認
知

症
高
齢

者
、
知

的
障

害
者

、
精
神

障
害

者
な

ど
判

断
能

力
が

不
十

分
な

方

に
対

し
、
福
祉

サ
ー
ビ

ス
の
利

用
援

助
や

日
常

的
金

銭
管

理
等

を
行

う
こ

と
に

よ

り
、
自

立
し
た

地
域
生

活
が
送

れ
る

と
と

も
に

、
地

域
で

安
心
し

て
暮
ら

す
こ

と
に

資
す

る
。
 

     ①
会

議
 
年

３
回
 

 
契

約
締
結

審
査
会
（

月

１
回

）
 

 
研

修
会
 

年
３
回
 

 
7
9
,
5
8
8
 

 
 
(
2
)【

新
】
児

童
養
護

施
設
退

所
者

等
自

立
支
援

資
金
貸
付
 

 
 

事
業
の
実
施
 

 
児

童
養
護

施
設
等

を
退
所
し

た
者

が
、
就
職

や
進
学

を
す
る
た
め
に
必
要
な
家
賃
相
当
額
や
生
活
費
の
貸

付
け
を
行
う
。
 

ま
た

、
就

職
に
必

要
な
各

種
資

格
を

取
得

す
る
た

め

の
費
用
の
貸
付
け
を
行
う
。
 

  児
童

養
護

施
設

退
所

者
が

安
定

し
た

生
活

基
盤
を

築
き

、
円

滑
な
自

立
を

実
現

す
る
た
め
の
支
援
を
す
る
。
 

   

1
9
3
,
6
4
7
 

２
 

利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る
 

(
1
)
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業
の
推
進
 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
適
正
な
運
営
を
確
 

保
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者
 

等
か
ら
の
苦
情
を
適
切
に
解
決
す
る
た
め
、
運
営
適
正
 

化
委
員
会
を
設
置
し
、
次
の
事
業
を
実
施
す
る
。
 

①
運
営
適
正
化
委
員
会
（
運
営
監
視
小
委
員
会
・
苦
情
 

解
決
小
委
員
会
含
む
）
の
開
催
 

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
事
業
研
修
会
の
 

開
催
 

 

  運
営

監
視
小

委
員
会

の
開
催
、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
援

助
事

業
実

施
状

況
調

査

等
に

よ
り

、
福

祉
サ
ー

ビ
ス
利

用
援

助
事

業
の

適
正

な
運

営
が

確
保

さ
れ

る
。

ま

た
、

苦
情

解
決

小
委

員
会

の
活

動
に

よ

り
、
福

祉
サ
ー

ビ
ス
利

用
者
等

か
ら

の
苦

情
が
適
切
に
解
決
さ
れ
る
。
 

さ
ら

に
、
研
修

会
、
巡

回
指
導

、
広

報

啓
発

活
動
等

の
実
施

に
よ
り
、
事

業
所

に
 

      ①
年

6
回
 

(
4
月

、
6
月
、
8
月

、
1
0

月
、

1
2
月
、

2
月

) 

②
年

1
回
 

 

 
1
8
,
0
2
7
  



  
 

重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：

千
円

）
 

 

③
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
実
施
状
況
調
査
 

 
 

④
巡
回
指
導
の
実
施
 

 
 

⑤
広
報
・
啓
発
の
実
施
 

・
広
報
誌
「
い
ば
ら
き
の
社
会
福
祉
」
へ
の
掲
載
及
び
 

地
方
紙
へ
の
掲
載
 

⑥
関
係
機
関
と
の
連
絡
会
議
の
開
催
 

お
け

る
苦

情
解

決
体

制
の

整
備

等
が

促
進
さ
れ
る
。
 

③
1
1
社

協
 

④
1
0
事
業
所
 

⑤
広
報
誌
：
年

2
回
 

 
地
方
紙
：
年

1
回
 

⑥
年

1
回
（

2
月
）
 

 

３
 

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
安
心
を
届
け
る
 

(
1
)
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
及
び
外
部
評
価
事
 

業
の

推
進
 

 
 

社
会
的
養
護
関
係
施
設
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
 

 
ホ
ー
ム
等
が
利
用
者
に
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
 

 
い
て
、
公
正
か
つ
中
立
な
評
価
を
行
う
。
 

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
 

 
 

 
・
評
価
事
業
の
実
施
 

9
事
業
所
 

 
 

②
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
外
部
評
価
 

 
 

 
・
評
価
事
業
の
実
施
 

1
0
2
事
業
所
 

   

福
祉

施
設

等
が

自
ら

行
う

サ
ー

ビ
ス

向
上

の
た

め
の

取
り

組
み

を
促

進
す

る

と
と

も
に

、
評

価
結
果

の
公
表

を
行

う
こ

と
で

、
利

用
希

望
者
等

が
適
切

な
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

選
択

で
き

る
き

っ
か

け
と

な

る
。
 

   通
年
 

 

 
1
1
,
5
2
0
 

 

 

(
2
)
生

活
困

窮
者

へ
の
自
立
支
援
 

１
 

安
心
し
た
生
活
を
支
え
る

 
(
1
)
生
活
福
祉
資
金
貸
付
・
運
営
事
業
の
実
施
 

生
活

に
不

安
や

困
難

を
抱

え
る

人
が

安
心

し
て

暮
ら

し
て

い
け

る
よ
う

、
民

生
委

員
、
市

町
村

社
協
及

び
自

立
相

談
支

援
機
関

等
と
協
働

し
、
地

域
全
体

で
見
守

る
た

め
の

支
援

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

大
切

に
し

な
が

ら
資

金
の
貸

付
・
相

談
か

ら
償

還
ま

で
を

継
続
し

て
関

わ
り
自
立
に
向
け
て
の
支
援
に
努
め
る
。
 

 
 

①
生
活
福
祉
資
金
貸
付
・
運
営
事
業
の
実
施
 

 
 

②
不
良
債
権
調
査
の
実
施

 

  
資

金
の

貸
付

と
必

要
な

援
助

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
当

該
世

帯
の
安

定
し

た
生

活
と
自
立
の
支
援
に
資
す
る
。

 

  通
年
 

 

 
8
8
0
,
0
4
0
 



重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：

千
円

）
 

 

 
２

 
多
様
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
寄
り
添
う
 

(
1
)
生
活
困
窮
者
対
策
事
業
の
実
施
 

生
活
困
窮
者
の
自
立
を
支
え
る
取
り
組
み
は
、
法
律
 

 
 

な
ど
の
公
的
制
度
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
民
間
力
（
資
 

源
）
を
活
用
し
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
 

ら
、
県
社
協
と
し
て
は
、
経
済
的
な
不
安
を
軽
減
す
る
 

と
と
も
に
、
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
、
自
立
を
支
援
す
 

る
た
め
の
取
り
組
み
の
構
築
、
関
係
す
る
制
度
へ
の
コ
 

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
関
係
団
体
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

作
り
に
努
め
る
。
 

 
 

①
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
関
係
機
関
連
携
会
議
の
開
催
 

 
 

②
制
度
の
狭
間
に
よ
る
課
題
等
へ
の
検
討
会
の
開
催
 

 
 

③
低

所
得

世
帯

等
児

童
・

生
徒

へ
の

学
習

支
援

事
業

実
施
機
関
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
開
催
 

  
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

法
の

事
業

主
体

で
あ

る
福

祉
事

務
所

を
設

置
す

る
自

治
体

（
県

・
市

）
、

事
業

を
受

託
し

た
市

町
村

社
協

等
の

連
携

会
議

の
開

催
や

低
所

得
世

帯
等

児
童
・
生
徒

へ
の

学
習

支
援

事
業

実
施

機
関

に
対

す
る

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、
福

祉
事

務
所

、
市

町
村

社
協

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
、

N
P
O
、

民
生

委
員

、
地

域
団

体
等

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

に
努

め
、
さ

ら
に
は

社
会
資

源
の

開
発

や
活

用
を

図
り
な

が
ら
、
生
活

困
窮

者
の

自
立

に
資
す
る
。
 

          ①
年
２
回
開
催
 

②
年
２
回
開
催
 

③
年
２
回
開
催
 

 

 
6
6
5
 

  
 



重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：

千
円

）
 

３ 質 の 高 い 福 祉 と 協 働 す る 福 祉 

(
1
)
福

祉
を

支
え

る
人

を
増

や
し

・

資
質
を
高
め
る
 

           

１
 

福
祉
人
材
を
確
保
し
定
着
さ
せ
る
 

福
祉

人
材

無
料

職
業

紹
介

事
業

の
運

営
、

福
祉

の
仕

事

へ
の

就
労

に
つ

い
て

の
相

談
・

援
助

、
情

報
提

供
な

ど
を

行
う

と
と

も
に

、
福

祉
人

材
の

養
成

・
確

保
を

図
る

た
め

に
、
各
種
事
業
を
実
施
す
る
。
 

(
1
)
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

 

①
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
開
催
 

②
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
運
営
 

③
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
（
就
職
相
談
会
）
の
開
催
 

④
福
祉
の
職
場
説
明
会
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
の
開
催
 

⑤
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
サ
テ
ラ
イ
ト
（
大
学
等
で
の
就
 

職
相
談
）
の
開
催
 

⑥
福
祉
の
し
ご
と
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 

⑦
事
業
所
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
 

⑧
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
作
業
部
会
 

「
ふ
わ
く
会
」
の
開
催
 

 

質
の

高
い
福

祉
人
材

を
確
保
し

、
県
民

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

適
切

な
福

祉
サ

ー

ビ
ス
の
提
供
に
資
す
る
。
 

      ①
年

1
回
 

②
通

年
 

③
年

2
回
 

④
年

1
回
 

⑤
年

5
回
 

 ⑥
年

1
回
 

⑦
年

1
回
 

⑧
年

2
回
 

     

3
0
,
6
4
2
 

 

       

(
2
)
子
育
て
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
 

 
福
祉
人
材
の
う
ち
、
特
に
「
子
育
て
」
を
支
援
す
る
人

材
の

養
成
・
確

保
を

図
る
た
め

、
各

種
事

業
を
実

施
す
る
。
 

①
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
運
営
 

②
子
育
て
支
援
員
養
成
研
修
会
の
開
催
 

③
潜
在
的
有
資
格
者
の
再
就
職
相
談
会
の
開
催
 

④
中
学
校
・
高
校
へ
の
訪
問

 

 
   ①

通
年
 

②
随

時
 

③
年

6
回
 

④
年

1
2
回
 

2
0
,
2
4
5
 

 

     

(
3
)
就
労
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
 

①
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
の
実
施
 

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
希
望
者
に
対
し
、

必
要

な
専

門
知

識
等

を
有

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
た
め
に
試
験
を
実
施
す
る
。
 

 

介
護

保
険

制
度

に
お

い
て

中
核

的
な

役
割

を
担

う
介

護
支

援
専

門
員

の
確

保

を
図

る
。
 

 ①
1
0
月

2
日
（
予
定
）
 

3
会

場
 

 

①
 
2
4
,
7
5
0
 

 



重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：

千
円

）
 

 

 
②
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
の
実
施
 

介
護

支
援

専
門

員
実

務
研

修
受

講
試

験
合

格
者

を

対
象

に
、
必

要
な
知

識
・
技
能

を
修

得
す

る
た
め

の
研

修
を
実
施
す
る
。
 

業
務

上
必
要

な
知
識
・
技

能
だ

け
で

な

く
、
専

門
職
と

し
て
の

職
業
倫

理
・
姿

勢

を
有

す
る

介
護

支
援

専
門

員
の

養
成

に

資
す

る
。
 

②
H
2
8
年

12
月

～
 

H
2
9
年

4
月
 

②
 
1
9
,
8
9
0
 

 

 
(
4
)
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
の
た
め
の
緊
急
支
援
 

福
祉

人
材
の

確
保
を

図
る
こ
と

を
目

的
に

、
若

年
層

へ
の

働
き

か
け

や
福

祉
職

未
経

験
者

へ
の

支
援

も
含

め
て
、
各
種
事
業
を
実
施
す
る
。
 

①
人
材
確
保
・
定
着
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
事
業
の
実
施
 

ア
）
福

祉
キ

ャ
ラ

バ
ン

隊
（小

・中
・
高

校
）
の

実
施

 
 

 
 

 

イ
）福

祉
の

魅
力

発
見

ツ
ア

ー
の

開
催

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ウ
）
職

場
体

験
事

業
の

実
施

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

エ
）介

護
職

員
初

任
者

研
修

受
講

支
援

事
業

の
実

施
 

 

オ
）
地

区
別

就
職

相
談

会
の

開
催

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

カ
）ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
出

張
相

談
会

の
開

催
 

キ
）市

町
村

社
協

出
張

相
談

会
の

開
催

 

ク
）
就

職
支

援
講

座
【
ふ

く
し

職
働

】
の

開
催

 
 

 
 

 
 

 
 

ケ
）
キ

ャ
リ

ア
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

相
談

窓
口

の
設

置
 

 

コ
）定

着
支

援
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

就
職

後
の

ケ
ア

 
 

 

サ
）
同

期
会

の
開

催
 

シ
）
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
導

入
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ス
）介

護
福

祉
士

受
験

対
策

講
座

の
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 

セ
）潜

在
的

有
資

格
者

等
再

就
職

支
援

事
業

の
実

施
 

ソ
）職

場
環

境
改

善
事

例
発

表
の

開
催

 
 

  

 

福
祉
・
介

護
の

仕
事
に

興
味
・
関

心
を

持
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
広

く
県

民
に

働

き
か

け
る
こ

と
で
、
対
象

者
の

幅
を

広
げ

る
。
 

ま
た

、
就

業
者
へ

の
フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

を
行

う
こ
と

で
離
職

を
防
止
し

、
福
祉

人

材
の
定
着
に
資
す
る
。
 

    ①
通

年
 

    

①
 
5
3
,
5
8
6
 

 



重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：

千
円

）
 

 
 

(
5
)
【
一
部
新
】
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
 

介
護

福
祉
士

等
養
成

施
設
に
在

学
し

、
介

護
福
祉

士

等
資
格
を
目
指
す
学
生
に
対
し
修
学
資
金
の
貸
付
け

を
行

う
。
ま

た
、
離

職
し
た
介

護
人

材
の

再
就
職

準
備

金
の
貸
付
け
を
行
う
。
 

ア
)
修
学
資
金
 

 
 

イ
)
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
 

 
 

ウ
)
再
就
職
準
備
金
 

質
の

高
い

介
護

福
祉

士
等

の
養

成
確

保
に
資
す
る
。
 

ま
た

、
介

護
福
祉

士
の
掘

り
起

し
を

促

進
す

る
。
 

 
5
3
0
,
3
9
1
 

(
6
)
【
新
】
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
 

①
【

新
】
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
 

保
育

士
養

成
施

設
に

通
う

学
生

に
対

し
修

学
資

金

の
貸
付
け
を
行
う
。
 

②
【
新
】
保
育
補
助
者
雇
上
事
業
 

保
育
士
の
雇
用
管
理
改
善
や
労
働
環
境
改
善
に
積

極
的

に
取
り

組
ん
で

い
る
保
育

事
業

者
に

対
し
、
保

育

士
資
格
を
持
た
な
い
保
育
補
助
者
の
雇
い
上
げ
に
必

要
な
費
用
の
貸
付
を
行
う
。
 

③
【
新
】
未
就
学
児
を
持
つ
保
育
士
の
保
育
所
復
帰
 

支
援
 

未
就

学
児

を
有

す
る

潜
在

保
育

士
が

支
払

う
べ

き

未
就

学
児
の

保
育
料

の
一
部
を

貸
付

け
し

、
再
就

職
を

促
進
す
る
。
 

④
【
新
】
潜
在
保
育
士
の
再
就
職
支
援
 

潜
在

保
育
士

が
、
保

育
士
と
し

て
保

育
所

に
勤
務

す

る
こ

と
が
決

定
し
た

場
合
、
就

職
準

備
金

の
貸
付

け
を

行
う

。
 

 

質
の
高
い
保
育
士
の
養
成
確
保
に
資

す
る

。
 

 

保
育

所
等

に
お

け
る

保
育

士
の

負
担

を
軽

減
し

、
保

育
士

の
離

職
防

止
を

図

る
。
 

  

未
就

学
児

を
も

つ
潜

在
保

育
士

の
保

育
所
へ
の
復
帰
を
支
援
す
る
。
 

  

 

保
育
士
の
掘
り
起
し
を
促
進
す
る
。
 

  

 

1
,
4
2
9
,
3
5
1
 

  
 



重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：

千
円

）
 

 
 

(
7
)
民
間
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
支
給
事
業
 

 
 

 
民
間
社
会
福
祉
施
設
職
員
の
た
め
の
退
職
手
当
支
給
 

 
 

を
行
う

と
と
も
に
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
が
 

 
 

実
施
す
る
退
職
金
支
給
制
度
の
支
援
を
行
う
。
 

 
 

①
支
給
見
込
件
数
 

給
付

内
容

 
件

数
 

金
額

（
単

位
:千

円
） 

退
職

手
当

給
付

金
 

1
,
1
5
5  

1
0
3
,
2
0
8 

退
職

手
当

付
加

給
付

金
 

1
8
8
,
0
3
8 

合
 
計
 

1
,
1
5
5 

2
9
1
,
2
4
6 

②
退
職
手
当
支
給
制
度
運
営
委
員
会
及
び
検
討
委
員
会
 

の
開

催
 

③
退
職
手
当
共
済
業
務
受
託
 

 民
間

社
会

福
祉

施
設

職
員

の
た

め
の

退
職

手
当

支
給

制
度

の
適

正
か

つ
円

滑

な
運
営
が
見
込
ま
れ
る
。
 

     ①
随

時
 

   ②
運
営
委
員
会
年

4
回
 

検
討
委
員
会
年

4
回
 

③
随

時
 

6
8
1
,
8
8
5
           

③
 
 
6
1
7
 

 
(
8
)
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
（
ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
）
地
方
事

 

 
 

務
局
の
運
営
 

 
 

 
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
（
ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
）
の
地
方
 

 
 

事
務
局
と
し
て
、
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
の
処
遇
充
実
 

 
 

を
図
る
た
め
、
地
方
事
務
局
を

運
営

す
る
と
と
も
に
、
 

 
 

会
員
交
流
事
業
等
を
企
画
し
、
実
施
す
る
。
 

・
会
員
交
流
事
業
及
び
地
域
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
 

   
社

会
福

祉
事

業
従

事
者

の
処

遇
充

実

が
図

ら
れ
る

と
と
も

に
、
会
員

間
の

交
流

が
促
進
さ
れ
る
。
 

  随
時
 

1
1
,
3
8
5
 

     
 



重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：

千
円

）
 

 

 
２

 
福
祉
人
材
を
育
成
す
る
 

(
1
)
福
祉
人
材
の
養
成
と
質
の
向
上
 

社
会

福
祉
事

業
従
事

者
と
し
て

、
必

要
な
知

識
・
技

術
及

び
倫
理

の
習
得

を
め
ざ
し

、
経
験

年
数
や

役
職
に

応
じ
た
階
層
別
研
修
を
実
施
す
る
。
 

ま
た

、
課

題
・
テ
ー

マ
別
に
学

べ
る

専
門

研
修
・
特

別
研

修
を
実
施
す
る
他
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
実
施
機
関
の

多
様

化
に
対

応
す
る

た
め
、
参

加
対

象
を

広
げ
た

公
開

講
座
を
実
施
す
る
。
 

①
管
理
・
代
表
者
研
修
（
1
コ

ー
ス

1
研

修
）
 

②
新
任
職
員
研
修
（
2
コ
ー
ス

5
研
修
）
 

 
 

③
中
堅
職
員
研
修
（
4
コ

ー
ス

6
研

修
）
 

 
 

④
専
門
研
修
（
1
2
コ
ー
ス

1
5
研
修
）
 

 
 

⑤
特
別
研
修
（
3
コ
ー
ス

3
研
修
）
 

 
 

⑥
公
開
講
座
（
1
コ
ー
ス

1
研
修
）
 

  

社
会

福
祉

事
業

従
事

者
の

質
の

向
上

を
図

る
と
と
も
に
、
ひ
い
て
は
、
利
用
者

等
へ

の
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

に

資
す

る
。
 

 通
年
 

             

 

1
0
,
9
2
6
               

 
(
2
)
関

係
機
関
・
団

体
等

と
支

え
合

い
・
共
に
歩
む
 

 

１
 

市
町
村
社
協
と
共
に
考
え
共
に
進
む
 

(
1
)
市
町
村
社
協
支
援
事
業
の
実
施
 

 
既
存
の
社
会
福
祉
制
度
や
福
祉
活
動
で
は
対
応
し
き
 

れ
な
い
県
民
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
へ
の
対
応
を
進
 

め
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
事
業
の
企
画
検
討
を
 

行
う

。
 

 
 

①
市
町
村
社
協
職
員
専
門
講
座
の
開
催
 

②
市
町
村
地
域
福
祉
活
動
計
画
及
び
社
協
発
展
強
化
 

計
画
策
定
の
推
進
 

③
市
町
村
社
協
の
支
援
と
協
働
 

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
職
員
等
の
養
成
・
支
援
 

⑤
市
町
村
社
協
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
の
 

実
施
 

⑥
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
 

  

県
民

の
福
祉

課
題
・
生

活
課
題

を
把

握

し
、
関
係

機
関
・
団
体

と
連
携

し
た

支
援

活
動
に
資
す
る
。
 

      ①
年

3
回
 

   ④
年

4
回
 

⑤
年

１
回
 

 ⑥
年

3
日
 

 

5
,
1
8
3
 



  
 

重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：

千
円

）
 

 
 

２
 

施
設
・
事
業
所
を
支
え
共
に
進
む
 

(
1
)
福
祉
施
設
へ
の
支
援
 

民
間
社
会
福
祉
施
設
の
整
備
を

促
進

す
る
と
と
も
 
 

に
、

社
会
貢
献
活
動
を

支
援
す

る
た
め
の
事
業
を
実
 

施
す

る
。
 

 
 

①
独

立
行

政
法

人
福

祉
医

療
機

構
借

入
金

利
子

補
給
 

費
補
助
金
の
交
付
 

 
 

 
・
対
象
福
祉
施
設
数
 

1
4
9
施
設
 

    

民
間

社
会

福
祉

施
設

の
整

備
に

伴
う

借
入

金
利
子

負
担
の

軽
減
に
よ

り
、
施

設

整
備

を
促
進

し
、
社
会

福
祉
の

向
上

に
資

す
る

。
 

     ①
1
0
月

～
H
2
9
年

3
月
 

     

①
 
7
7
,
8
4
7
   

 
 

②
地
域
貢
献
活
動
支
援
事
業
 

地
域
の
社
会
福
祉
施
設
と
協
働
し
て
地
域
貢
献
活
 

動
を
行
う
市
町
村
社
協
に
助
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
 

貢
献
活
動
の
普
及
を
図
る
。
 

市
町

村
社

協
の

体
制

強
化

と
社

会
福

祉
施

設
機

能
を

活
か

し
た

地
域

貢
献

活

動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
。
 

 
②
 
 
 
6
3
  

 
 

 
 

③
社
会
福
祉
施
設
地
域
貢
献
（
経
営
改
善
）
支
援
事
業
 

 
社

会
福
祉

施
設
経

営
者
協
議

会
と

連
携

を
図
り

、
社

会
福

祉
法

人
の

社
会

貢
献

活
動

や
経

営
改

善
を

支
援

す
る

。
 

 
・【

新
】
社

会
貢
献

の
義
務
化

等
に

向
け

た
研
修

会
の
 

 
開

催
 

 
・
経
営
改
善
支
援
事
業
研
修
会
等
の
開
催

 
 

福
祉

施
設

経
営

の
適

正
か

つ
安

定
的

な
経

営
及

び
経

営
全

般
の

質
的

向
上

に

資
す

る
。
 

③
年

2
回
 

③
 
1
,
1
9
7
 

 
 

３
 

団
体
と
つ
な
が
り
共
に
進
む
 

各
団
体
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
頼
り
、
頼
ら
れ
る
存
在

と
し
て
関
係
を
深
め
て
い
き
、
こ
れ
ら
の
団
体
を
有
機
的

に
つ
な
ぎ
、
個
々
が
持
つ
機
能
を
さ
ら
に
発
揮
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
。
 

 
 

①
本

会
が

事
務

局
を

担
っ

て
い

る
団

体
又

は
事

務
協

定
等
を
結
ん
で
い
る
団
体
の
支
援
 

 
 

種
別

協
議

会
や

団
体

の
運

営
支

援
を

行
う

と
と
も

に
、
社

会
福

祉
施

設
・
団

体
等

と
意

見
・
情

報
交
換

を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化
に
資
す

る
。
 

 
 



  
 

重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：

千
円

）
 

 
 

４
 

新
た
に
関
わ
り
共
に
進
む

 
 

 
こ

れ
ま

で
関

わ
り

の
な

か
っ

た
、

又
は

、
関

わ
り

の
薄

か
っ

た
機

関
・

団
体

と
積

極
的

に
関

わ
る

こ
と

に
よ

り
、

双
方

の
活

動
が

広
が

り
、

高
め

合
え

る
関

係
と

な
る

よ
う

努
め

る
と

と
も

に
、

従
来

か
ら

関
わ

り
が

あ
る

機
関

・
団

体
に

つ
い

て
も

、
そ

の
関

わ
り

方
に

新
た

な
形

や
視

点
を

加
え
、
多
様
な
活
動
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。
 

 
 

①
大
学
と
の
連
携
協
定
の
締
結
 

 
 

②
生
活

困
窮
者

へ
の
食
材

提
供

事
業

の
調
整

等
（

２
(2
)

２
(
1
)
①
「

生
活

困
窮
者

自
立
支

援
関

係
機

関
連
携

会
議

の
開

催
」

 再
掲

）
 

 
 

大
学

や
生

活
協

同
組

合
等

と
包

括
的

な
連

携
協
定

を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
双

方
の

資
源

と
機

能
を

有
効

に
活

用
す

る
こ

と
が

可
能
と

な
り

、
地

域
福
祉

の
更

な
る

推
進
に
資
す
る
。

 

       

       
①
 
 
 
8
6
  



重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：

千
円

）
 

４ 切 り 拓 く 福 祉 

(
1
)
ニ

ー
ズ

に
気

づ
き
・
こ
た
え
る
 

１
 

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
 

 
 

ア
ン

テ
ナ

を
高

く
し

て
視

野
を

広
げ

、
顕

在
し

て
い

る
ニ

ー
ズ

は
も

ち
ろ

ん
、

潜
在

化
し

て
い

る
ニ

ー
ズ

に
も

気
づ

き
、

目
を

向
け

、
取

り
組

む
べ

き
課

題
の

把
握

に
努

め
る

。
 

 
 

①
多
様
化
す
る
生
活
課
題
の
調
査
研
究
活
動
 

    
 

②
志

民
の

学
び

縁
卓

会
議

（
福

祉
教

育
推

進
事

業
）

の
実

施
 

  
 

③
福

祉
未

来
創

造
会

議
の

運
営

及
び

実
態

調
査

等
の

分
析
並
び
に
事
業
検
討
の
実
施
 

    
④
福
島
県
復
興
支
援
員
の
設
置
 

     ①
多

様
化

す
る

福
祉

課
題

に
係

る
情

報
を

収
集

し
、
本

会
の
事

業
へ
つ

な
げ

ら
れ

る
よ

う
調

査
研

究
を

行
う

こ
と

で
地

域
福
祉
の
更
な
る
向
上
に
資
す
る
。
 

②
地

域
の

社
会

資
源

と
連

携
し

た
福

祉
教

育
の

あ
り

方
を
検

討
し

、
新

た
な

福
祉

教
育
の
推
進
に
資
す
る
。
 

③
地

域
や
職

場
、
家

庭
で

の
「

つ
な
が

り
」

の
希
薄
化
や
、
社
会
的
リ
ス
ク
が
連
鎖
・

複
合

し
「

社
会
的

排
除
」
の
危

険
性

を
避

け
る

た
め

、
地

域
の
社

会
資
源

と
連

携
し

な
が

ら
、
社
会

的
包
摂

に
向
け

た
新

た
な

活
動
の
展
開
を
図
る
。
 

④
福

島
県
と

の
連
携

に
よ
り
、
県

内
に

居
住
す
る
避
難
者
の
生
活
支
援
に
資

す
る

。
 

         ②
年

2
回
 

  ③
年

2
～

4
回
 

     ④
随

時
 

         
②
 
 
 
6
7
   

③
 
 
5
3
4
      

④
 
5
,
3
1
5
 

 

 
２

 
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
 

 
 

本
会

及
び

市
町

村
社

協
が

地
域

福
祉

と
い

う
観

点
か

ら

「
新

た
な

福
祉

ニ
ー

ズ
へ

の
取

り
組

み
」

を
ど

う
行

っ
て

い
く

か
を

検
討

す
る

こ
と

に
よ

り
、

関
係

機
関

・
団

体
と

協
働
し
て
事
業
に
取
り
組
む
。

 

①
成
年
後
見
制
度
の
啓
発
及
び
利
用
支
援
 

     

①
関

係
機
関
・
団

体
と

協
働
し

て
成

年
後

見
制

度
の
周

知
等
を

行
う
と
と

も
に

、
法

人
後

見
事

業
等

を
実

施
し

て
い

る
市

町

村
社
協
へ
の
支
援
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
に
資
す
る
。
 

  

     ①
研

修
 
年

１
回
 

 
会

議
 
年

３
回
 

     

①
 
 
2
5
5
 



重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：

千
円

）
 

５ 前 進 す る 県 社 協 

(
1
)
歩

み
続

け
る

県
社

協
 

１
 

人
が
育
つ
・
人
を
育
て
る

 
 

 
職

員
が

自
ら

の
目

標
を

持
ち

自
己

表
現

が
で

き
る

よ
う

Ｏ
Ｊ

Ｔ
（

職
務
を

通
じ
て

の
研

修
）
や

Ｏ
Ｆ
Ｆ

－
Ｊ
Ｔ
（
職

務
を

離
れ

て
の

研
修

）
を

通
じ

て
学

び
続

け
る

環
境

づ
く

り
を

行
い

、
職

員
の
や

る
気
と

専
門

性
の

向
上
に

努
め
る
。
 

 
 

①
生
涯
研
修
の
実
施
 

 
 

②
市
町
村
社
協
職
員
等
と
の
相
互
交
流
の
実
施
 

 
 

③
職
員
の
自
己
目
標
の
設
定
と
評
価
 

 
 

④
効

果
的

な
運

営
に

向
け

た
職

員
の

意
識

改
革

を
促

す
取

り
組

み
 

 
事

務
局

職
員

の
自
主

性
・
自
発

性
を

尊
重

し
、
計

画
的

な
職
場

内
研
修

や
自

主
研

修
等

を
行
う

こ
と
に

よ
り

、
今

後
の

福
祉

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
や

専
門

性
の

高
い

業
務

に
対

応
で

き
、
地
域

福
祉
の

推
進

を
積

極
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

 通
年
 

        
 

 

 
２

 
し
な
や
か
な
組
織
づ
く
り

 
 

 
時
代
の
要
請
に
合
せ
た
事
業
を
展
開
す
る
た
め
、
社
会
 

の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
柔
軟
か
つ
効
率
的
な
組
織
体
 

制
の
整
備
に
努
め
、
事
業
活
動
の
見
え
る
化
に
よ
り
県
社
 

協
の
理
解
を
深
め
、
会
員
の
拡
大
に
努
め
る
。
 

 
 

①
会
員
拡
大
事
業
の
推
進

 
 

 
②
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
 

 
 

③
理
事
会
・
評
議
員
会
の
充
実
 

 
 

④
総
合
企
画
委
員
会
の
開
催
 

 
 

⑤
効
果
的
な
運
営
体
制
の
整
備
 

 
 

⑥
横
断
的
な
組
織
に
よ
る
事
業
の
推
進
 

 
 

⑦
【
新
】

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応
 

 多
様

な
福

祉
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

柔
軟

か
つ

効
率

的
な

事
務

局
体

制
が

整
備

さ
れ

る
こ

と
に
よ

り
、
事
業

運
営

の
活

性
化
が
図
れ
る
。
 

 
     

①
 
 
 
1
1
2
  

③
 
1
,
7
9
6
 

④
 
 
 
1
7
0
  

 
 

３
 

必
要
な
財
源
の
確
保
 

事
業
を
確
実
に
実
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、
安
定
し
た
 

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
職
員
が
一
丸
と
 

な
り
財
源
確
保
と
日
常
業
務
に
お
け
る
コ
ス
ト
削
減
に
努
 

め
る

。
 

 
 

①
災
害
時
救
援
活
動
・
地
域
福
祉
推
進
積
立
金
の
運
用
 

 
 

②
予
算
対
策
活
動
の
充
実

 
 

 
③
事
務
の
効
率
化
及
び
経
費
削
減
の
促
進
 

 
 

④
自
主
財
源
確
保
に
向
け
た
事
務
の
検
討
 

 自
主

財
源

の
確

保
や

事
務

経
費

の
コ

ス
ト

節
減
を

行
う
こ

と
で

、
独

自
の

地
域

福
祉

活
動

を
推

進
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

 

 
 

 
 



重
点
・
推
進
目
標
 

推
進
事
項
、
事
業
の
目
的
・
概
要
 

期
待
さ
れ
る
成
果
 

実
施
時
期
等
 

予
 
算

 
額
 

（
単

位
：

千
円

）
 

 
 

４
 

災
害
時
に
備
え
た
支
援
体
制
づ
く
り
 

 
 

日
頃

か
ら

災
害

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

周
知

・
徹

底
に

努
め

る
と

と
も

に
、

災
害

備
蓄

の
推

進
、

防
災

訓
練

の
実

施
や

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

な
ど

を
図

り
、

万
一

の
際

の
支

援
体

制
の

整
備
に
努
め
る
。
 

 
 

①
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
運
用
 

 平
常

時
か

ら
災

害
に

備
え

た
対

応
や

環
境
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
災
害
発
生
時

に
迅

速
か

つ
円

滑
な

活
動

を
行

う
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

 

  
 

1
1
 

   


